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的回の間一向て、ご意見は I 

ご ざいますか?医師)I

〉 会甥がとても寒くて・・・床が木なので歩くと音が響いて・・・(外科)

~ r口ンサーフ+α(薬剤)Jの臨床試験や、 ear1ylineで使用する臨床試験
の内容や“感触"を聞きたかった(谷口先生)0 (外科〉

〉 会場寒いです。 AYA世代に関する企画は良かつだです。 (外科〉
〉 “がんと就労"の企画は新しいものであったが、今一歩お話の内容が深くな
かった。(内科)

〉 就労支媛、 AYA世代への対応共に患者視点に立つと非常に重要なテーマな
ので楽しみにしておりました。このような形で取り上げるのはなかなか大変
ではなかったかと思います。スタッフの皆さんのご尽力に頭が下がります。
西森先生のお話から、就労AYA世代への対応などの問題は社会全体の(ひ
とりひとりの〉がんに対する理解・知識の不足が、大きな理由の一つではな
いかと思いました。(歯科)

》 社労士の話は初めてでした。ポイントを教えて頂き有難かつだ。

り叫の本吋ーω てご要望
Iiiーマ、演題〉はございますか医師iI

各極がん 2 

薬物療法 5 

築学的治療 7 

リハビリテーション 7 

副作用 2 

t患者指導 ヨ

食事と栄麓 2 

在宅医療 B 

緩和ケア (嬉痛管理〉 5 

患者の声 圃園田 1

その他国圃・ 1
r 。 2 3 4 5 6 7 8 9 



lM雌の本問一てご要望 1 
〈テーマ、演題〉はございますか? (医師iI

》 各種がん :肉腫。新薬が出だがん種

一・-・ー・『・一ー・ー司・ー・-・一ー・ー・ー・一・ー・ー・一・一・一・ー・一・一・一・一・一・一・一・一・一・ー・ー

~ 1)食道癌 ・大腸癌などの癌腫では、放射線化学療法等集学的治療の進歩

がめざましい。知識のupdateをしだい。

2)栄養管理が化学療法継続のKeyとなっており、重要視されてきている

(特に上部消化管癌〉 。各施設での取り組みから、 「明日から実践で

さること」を吸収したい。(外科)

〉 がんと宗教、死生観、年齢による治療のぜひ(外科〉

〉 出席者が何らかの形で参加する僚なセミナーにならないだろうか(一方通
行ではなく) (内科)

本問ーの参加状況を教えて下さい
(薬剤師)I

今回初めて 4 

2回目 7 

3-----5回目 日

6回以上 6 

無回答 。

。 2 3 4 5 6 7 B 
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防白??-???聞する感想をお聞かIせ・ E ・ミナーの運営】 (薬剤師

r 5J 9 

満足

r 4J 6 

r 3J 4 

r 2J z 

ハU
E
E
J
 

A
E
'
 

rf 
不満

無回答 2 

。 2 4 6 8 10 

ド9今回の-e~ -ωてご意見は
ございますか? (薬剤師!II

》 就労支媛のポイントを明確に示していただき分かりやすかった。大腸がん
のロンサーフとレゴラフェ二ブの使い分けが分かった。がん教育はこれか
ら絶対必要で、そのスタッフとして関わるための問題点が多いことが分
かった。 (病院)

〉 ディスカッションタイプはいつもいまひとつ ・・ ・(病院)

〉 川内萩ホールの場所がわかりにくかった。できれば次回Iel:AERを会揚にし
てほしい。 (病院〕

〉 会場がやや寒かったのが気になりました。内容はとても勉強になりまし
た。(調剤)

〉 半年に一度位の定期的開催、大変ありがたいです。日進月歩の領減、ブ
ラッシュアップなくして対応できないため、今後もどうぞよろしくお願い
します。ただ、会場が寒くて少し厳しかったです。(調剤〉

》 最新の大腸癌治療ガイドラインゃがん患者の就労支援の現状など、明日へ
の仕事に役立つセミナーであり、大変勉強になりました。

~ 遠い・ ・・



同雌の…一口いてご要望 .
〈テーマ、演題〉はございますか-薬剤師tII

各稽がん 3 

薬物療法 14 

築学的治療 4 

リハビリテーシヨン_2

副作用 6 

患者筒導 11 

食事と栄鐙 6 

在宅医療 9 

1，¥'lfOケア (窓側管理〕 11 

患者の声 4 

その他 。
。 2 4 6 B 10 12 14 16 

Ifjj次回以降の本セミナーについて、ご要望 E 
lIIIImテーマ、演題〉はございますか-薬剤師I

》 各種がん :肺

》 様々な職種の視点でみたチーム医療、医療経済(病院〉

》 とてち勉強になるので回獄をi留やしてほしい(調剤〉
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ドD今回の間一山てご意見は | 
ございますか?① (看護師)

〉 ディスカッションがもう少し充実できるとよかっだ。(病院)

》 治療にて入院してくるptに対し、ケモによる症状の緩和に目が行ってしまう
が、そのptをとりまく家族や社会背票への不安や不満がある。その思いをどの
ように解決して行くかのーっとして今回とても参考になりました。(病院〉

〉 大腸がん化学療法の最近の話題、谷口先生の講演はとてもわかりやすかった。
がん教育、とても重要で必要だと思うので、今後のために、とてもためになる
講演になった。(病棟〉

〉 資料があったのでよかった。(病棟〉

》 企画①②は大変勉強になりました。今後患者さんのサポートをしていく中での
視野が広がりました。又、特別講演では、今の社会の動きを知りまし疋。

(教育の現場〉わかりやすかったです。(病棟)

D今回のセミナーについて、ご意見は I 

ございますか?② (看護師.

〉 抄録内に会場内の地図をのせてほしい。(外来〉

〉 最新のがん治療、がん教育の情報を得ることができた。(外来〉

〉 就労支援について、もう少し詳しく聞きたかっ疋。(外来)

》 会場が寒かった。人鍛が少ない感じがしました。内容が良いのでセミナー参加
の促し、宣伝に強化が必要。(外来〉

》 がん相談支援センターに勤務しているので「がんと就労」に関する企画は

とても興味深く聞かせていただき、かつわかりやすかつだ。 AYA世代の患者

さんと関わる機会も多くなってきたので、 AYAサポートチームの活動を知る

ことができて良かった。学校教育の状況を知る機会もなかなかなかったので、

良い機会だった。(その他〉

〉 患者の疾患だけでなく、家族や就労といった生活背景まで考えるとても良い機
会になりました。いままで疾患や副作用の問診だけを中山に行っており、目を
向けることがあまりなかったので、(動きながら治療を受ける患者さんと関わる
際に役立てたいと思います。



lU叫の松門ついてご要望 | 
〈テーマ、演題〉はございますか? (看護師I

各種がん 5 

薬物療法 8 

築学的治療 2 

リハビリテージョン 6 

副作伺 7 

患者指導 8 

食事と栄麓 6 

在宅医療 9 

緩和ケ7フ(態痛管理〉 2 

~者の声 4 

その他_1
。 2 4 6 8 10 

| 同以降一一いてご要望 1 
〈テーマ、演題〉はございますか-~看護師)I

各種がん :胃・乳がん、最新情報

副作用 :外見の変化 ・社会復帰する時の患者指導、支持療法

一・-. -・-・ー・ー・ー・ー・ーー・司・ー・ー・-・ー・ーー・ー・ー・ー・『・一ー・一・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・同

:;. ACP 0フドパンスケアプランニング)、グリーフケア、がんの親を持つ
子供 ・親のサポート。 (病院〉
》 がんリハについて興味があります。 (病棟)
〉 曝露苅策(外来〉
》 超高齢化多死社会を迎えるにあたって、がん治療をどこまで行うか?上手な
BSCへの移行方法。地域緩和ケアについて。
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卜DJ今回の間一向てご意見は | 
ございますかその他

》 テーマの組み方は大変幅がありよかった。講師選択で少し物足りない部分も
あった。(山理士)

》 質疑応答の時聞がもう少しあるとよかっ疋(質問したかったができなかった
ので残怠でした) (11)1理士)

》 大変参考になりました。(保健師〉

問ふれミーいてご要望一 | 
演題〉はございますかその他)

各種がん

薬物療法_1
築学的治療 O 

リハビリテーシヨン_1
副作用・・・・1
患者指導

食事と栄賛

在宅医療

緩和ケア(疹鰐管理)

患者の声

その他 。
O 

z 

z 

2 

3 

4 

ヨ

5 

3 4 5 6 



l同以降の…ーロいてご要望 I 

〈テーマ、演題〉はございますか-~その他) I

〉 副作用 :CIPNなど。術後Chemo終了後ち副作用で悩まれて相談に来る方

が多いので、薬物療法、非薬物療法でどのような工夫ができるか。

一.-・-・ー・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・司・ー・戸・ー・一・ー・一・ー・-・ 4 ・ー・ー・ー・-・ h

》 多くの職種を巻き込んで、セミナーがチーム医療を支えてほしい (/e.¥理士)

D本セミナーの参加状況を教えて下さい。 1
(所属無回答!I

今回初めて 1 

2回目 。

3"-'5回目 。

6回以上 。

無回答 1 

。 2 
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同~今回のセミナーに刻する感想をお聞か 1 
| せ下さい。 【セミナーの運営】(所属無回答I

満足
r 5J 1 

「一一一寸

r 4J 。

r 3 J 1 

r 2J 。

r 1 J 。
不満

無回答 。
。 2 

卜D今回の吋一山てご意見は | 
ございますか? (所属無回答)

〉 医師の方々に「がんになっても仕事はやめないで!Jと伝えていってほし
い。館内の援房の調整がほしい。寒かった 発表者のマイクの使用方
法、きちんと声がはっきり聞こえるようにしてほしい。ワイヤレスマイクの
使用etc。



|山以降の本かについて躍円 | 
演題〉はございますか? (所属無回答-

各種がん 。
薬物療法 。
築学的治療 1 

リハビリテーション 1 

副作用 。
患者指導 1 

食事と栄鐙 。
在宅医療 1 

緩和ケ7フ〈嬉痛管理〕 1 

患者の声 O 

その他 D 

日 2 




